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今
月
の
主
な
紙
面

●第34回電気工事業全国大会　 1・ 2・ 8面

●委員会等報告　 3面

●定期講習会場一覧　 5面

●青年部評議員会　 7面

　

第
34
回
電
気
工
事
業
全
国

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
平

素
よ
り
ご
協
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
関
係
行
政
・
団
体
・

企
業
の
皆
様
方
に
衷
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
大
会
は
昭
和
58

年
を
第
一
回
に
平
成
25
年
第

30
回
大
会
ま
で
は
毎
年
開
催

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
よ
り
技
能
競
技
全
国

大
会
と
隔
年
開
催
と
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

第
34
回
と
な
り
ま
す
電
気

工
事
業
全
国
大
会
は
、
組
織

の
拡
大
・
組
合
員
相
互
の
結

束
を
深
め
情
報
交
換
、
地
域

の
皆
様
に
業
界
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
格

好
の
機
会
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
今
回
の
開
催
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
熟
慮
い
た
し
、
ご
来
賓
代

表
の
皆
様
と
組
合
員
・
青
年

部
代
表
者
を
5
0
0
名
以
内

に
限
定
し
集
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
以
上
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
広
く
組

合
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す

べ
く
本
大
会
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
ラ
イ
ブ
を
活
用
し
全
国
配

信
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
電
気
工
事
業
界

の
全
国
組
織
と
し
て
絆
の
固

さ
結
束
力
の
強
さ
を
確
か
め

合
い
、
今
後
の
進
む
べ
き
方

向
を
見
い
だ
す
大
会
を
開
催

出
来
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

「
絆
を
深
め
、
業
界
の
発
展

に
つ
な
げ
よ
う　

び
わ
湖
の

風
に
乗
せ
て
」
を
掲
げ
、
サ

ブ
テ
ー
マ
を
「
イ
ン
フ
ラ
の

要
を
担
う
電
気
工
事
業　

広

げ
よ
う　

高
め
よ
う
、
そ
の

や
り
が
い
を
」・「
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
一
致
団
結
で
、
今

こ
そ
示
そ
う
我
々
の
底
力
」

と
致
し
ま
し
た
。

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

第
34
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
に
あ
た
っ
て

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

会　

長　

米

沢　

寛

平
展
開
の
参
考
と
し
て
頂
き

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
事
業

と
し
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
連
合
会
は
昭
和

33
年
相
互
扶
助
・
経
済
的
価

値
の
向
上
を
目
指
し
、
32
都

道
府
県
か
ら
69
の
協
同
組
合

が
大
同
団
結
し
協
同
組
合
連

合
会
と
し
て
創
立
、
そ
の
後

昭
和
41
年
工
業
組
合
連
合
会

と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

本
連
合
会
草
創
期
に
は
業

界
秩
序
の
安
定
と
施
工
品
質

確
保
を
目
指
し
、
政
府
・
国

会
な
ど
関
係
先
に
働
き
か
け

昭
和
35
年
紆
余
曲
折
を
経
て

電
気
工
事
士
法
を
制
定
、
さ

ら
に
6
年
の
歳
月
を
経
て
議

員
立
法
に
よ
り
昭
和
45
年
悲

願
の
電
気
工
事
業
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

直
近
で
は
、
衆
参
両
議
院

の
議
員
多
数
の
加
入
に
よ
り

電
気
工
事
議
員
連
盟
を
設
立

頂
き
、
昨
年
は
、
永
年
の
課

題
で
あ
っ
た
電
気
工
事
士
法

施
行
規
則
改
正
が
な
さ
れ
、

実
務
経
験
年
数
の
短
縮
・
免

状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド

化
が
実
現
し
ま
し
た
こ
と

は
、
行
政
の
ご
理
解
と
議
員

連
盟
の
お
力
添
え
の
お
陰
様

で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
電
気
工
事
業
界
は
国

民
の
豊
か
な
生
活
や
産
業
基

盤
の
イ
ン
フ
ラ
の
要
を
担
う

と
い
う
強
い
自
覚
と
自
負
心

に
加
え
、
二
十
四
時
間
に
わ

た
り
電
気
を
送
り
届
け
る
と

い
う
使
命
感
と
義
務
は
い
つ

の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
今
地
球
温
暖

化
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発

す
る
な
か
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
社
会
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
に
は
電
力
供
給
強

靭
化
を
柱
と
し
た
電
気
事
業

法
改
正
に
よ
り
、
全
国
電
力

送
配
電
事
業
者
間
で
災
害
時

復
旧
計
画
を
策
定
い
た
だ
き

災
害
時
の
復
旧
施
工
者
と
し

て
、
我
々
電
気
工
事
組
合
等

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
さ

ら
に
使
命
感
を
強
く
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
さ
ら
に
信
頼

さ
れ
る
街
の
電
気
ド
ク
タ
ー

を
目
指
し
、
広
く
社
会
に
必

要
と
さ
れ
る
事
業
を
展
開
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
今

年
4
月
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
か
ら
各
種
の
提
案
を
答
申

書
と
し
て
提
出
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
政
策
検

討
の
基
盤
整
備
に
向
け
組
合

員
実
態
調
査
も
実
施
し
ま
し

た
。

　

過
年
度
よ
り
連
合
会
事
業

に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
に

事
業
の
振
り
返
り
を
行
い
、

そ
の
検
証
結
果
に
よ
り
新
年

度
の
新
規
事
業
・
継
続
事
業

を
審
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
特
に
、
答
申
書

・
組
合
員
実
態
調
査
の
内
容

を
検
証
し
、
具
現
化
す
べ
き

事
項
は
早
急
に
具
現
化
す
る

目
的
で
青
年
部
卒
業
者
を
中

心
に
課
題
解
決
型
推
進
チ
ー

ム
を
4
チ
ー
ム
編
成
し
て
お

り
、
更
に
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
、
具
現
化
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
時
代
を
担
う
青
年

部
会
員
は
そ
の
8
割
が
企
業

の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
、
従

来
に
も
増
し
て
業
界
の
明
日

を
真
剣
に
討
議
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
心
強
い
限
り
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
変
化
を
的

確
に
と
ら
え
将
来
を
俯
瞰
し

た
組
織
の
改
革
・
人
材
登
用

等
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

活
発
な
議
論
を
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
界
の
Ｄ
Ｘ
化
・
業
界
の
働

き
方
改
革
等
、
急
速
に
変
化

す
る
時
代
に
遅
滞
す
る
こ
と

な
く
潮
流
を
読
み
、
事
業
を

構
築
し
信
念
と
情
熱
で
つ
ね

に
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
全
日

電
工
連
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

終
り
に
本
大
会
開
催
に
あ

た
り
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た

関
係
の
皆
様
の
ご
努
力
に
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
「
安
全
・
安
心
を
提
供
」

す
る
と
い
う
原
点
に
返
り
、

お
客
様
目
線
で
社
会
の
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
組
織
を
目
指

す
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。

　

皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
大

会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
業
界
と

し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
施
策
や
コ

ロ
ナ
禍
後
に
確
実
に
進
化
し

て
い
る
業
界
を
目
指
し
、
各

種
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
5
回
目
と
な
り
ま
す
優

良
事
業
工
組
表
彰
制
度
に
は

全
国
工
組
か
ら
55
事
業
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
全
て
を
事

業
抄
録
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。
特
に
、
今
回
か
ら
業
界

に
と
っ
て
の
最
大
関
心
事
で

あ
り
ま
す
安
全
部
門
を
新
設

致
し
ま
し
た
。

　

業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
・
災

害
復
旧
体
制
整
備
等
々
、
過

去
4
回
の
事
業
抄
録
を
参
考

に
さ
れ
た
事
業
が
多
数
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
当
初
の
本
事
業
の
目
的

に
対
し
一
定
の
成
果
が
生
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
事
業
抄
録
も

全
国
工
組
間
で
共
有
し
、
水

第34回 電気工事業全国大会（関西・滋賀 びわ湖）
オンライン配信（ＷＥＢ視聴）について

1．配信日時　　
　 2021（Ｒ3）年11月11日（木）10時00分～15時30分
　 ①組合活性化研修会　10時00分～11時30分
　 ②大会式典　　　　　13時30分～15時30分
　 ※ 11時30分～13時30分は、昼食休憩のため配信を一時中断します。
2．オンライン配信（ＷＥＢ視聴）について
　 ★視聴用ＵＲＬ（YouTubeＬＩＶＥの全国大会専用ＵＲＬ）

　 　→https://youtu.be/nQlcYRPixrk

　 ※ 上記のURLにアクセスいただくだけで視聴が
可能です。

　 ※ カメラ付きのタブレットやスマホは、ＱＲコ
ードからご利用いただけます。
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放電検出ユニット
（スパーテクト ）
特設サイトのご案内

▲

電気火災は
スパーテクトで防ぐ！

放電検出ユニット　スパーテクト 検索〒480-1189 愛知県長久手市蟹原2201番地
お客様相談室 TEL（0561）64-0152

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
に
充
分
配
慮
し
て
、

意
見
交
換
会
・
交
流
会
・
企
業
展

示
は
中
止
の
上
、
参
加
人
数
を
絞

っ
て
実
施
さ
れ
る
。

　

一
方
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行

い
、
来
場
で
き
な
い
方
々
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
よ
う
対
応

す
る
。
Y
o
u
T
u
b
e
を
利
用

し
、
該
当
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
で
視
聴
が
可
能
だ
（
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
本
紙
1
面
を
参
照
）。
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
に
人
数
制
限
は
な
い

の
で
、
多
く
の
方
々
が
視
聴
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

絆を深め、
業界の発展につなげよう びわ湖の風に乗せて!!

第 3 4 回  全国大会

第4回「ホテルニューオータニ大阪」
昭和61年10月24日

第13回「京都国際会館」
平成8年9月15日

第24回「神戸ポートピアホテル」
平成19年10月12日

　

第
34
回
電
気
工
事
業
全
国

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
、
開
催
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
う
こ
そ
、
関
西
・
び
わ

湖
の
地
に
全
国
の
皆
様
を
お

迎
え
で
き
る
こ
と
に
関
西
2

府
4
県
こ
ぞ
っ
て
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
多
忙
の

中
ご
臨
席
を
賜
り
ま
す
関
係

行
政
機
関
、
関
西
電
力
送
配

電
㈱
様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
西
地
区
で
の
開
催
は
、

昭
和
61
年
10
月
24
日
の
第
4

回
大
会
、
平
成
8
年
9
月
15

日
の
第
13
回
大
会
、
平
成
19

年
10
月
12
日
の
第
24
回
大
会

に
続
き
、
4
回
目
の
主
管
開

催
で
あ
り
、
滋
賀
県
で
の
開

催
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
滋
賀

県
と
言
え
ば「
日
本
一
の
湖
、

び
わ
湖
と
近
江
商
人
発
祥
の

地
」
と
し
て
有
名
で
す
。
び

わ
湖
は
関
西
の
水
瓶
で
あ
り

近
江
商
人
は
勤
勉
で
地
域
の

発
展
に
お
お
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

　

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
再

三
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
も

あ
り
大
会
が
開
催
で
き
る
か

ど
う
か
の
心
配
も
し
ま
し
た

が
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
日
本
人
の
活
躍

で
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
受

け
本
大
会
も
今
ま
で
と
は
少

し
趣
向
を
変
え
た
形
で
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
案
内
の
通
り
今
大
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
と

も
な
い
、
参
加
者
を
5
0
0

名
、
意
見
交
換
会
や
交
流
会

の
中
止
に
よ
る
1
日
開
催
な

ど
従
来
の
開
催
か
ら
想
像
が

で
き
な
い
よ
う
な
縮
小
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
開
催
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
ま
し
て
も
、
非
常

に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ご
参
加
で
き
な
い
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
W
E
B
に
よ
る

L
I
V
E
配
信
に
よ
り
組
合

活
性
化
研
修
会
、
大
会
式
典

の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
「
絆
を
深
め
業
界
の
発
展

に
つ
な
げ
よ
う　

び
わ
湖
の

風
に
乗
せ
て
!!
」
サ
ブ
テ
ー

マ
に
は
「
イ
ン
フ
ラ
の
要
を

担
う
電
気
工
事
業　

広
げ
よ

う　

高
め
よ
う　

そ
の
や
り

が
い
を
!!
」「
コ
ロ
ナ
に
負

け
る
な
!!
一
致
団
結
で
、
今

こ
そ
示
そ
う
我
々
の
底
力
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
全
国
の
電
気
工
事
業

に
携
わ
る
我
々
組
合
員
が
一

致
団
結
し
て
難
局
を
乗
り
切

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
や
交
流
会
な

ど
の
意
見
交
換
の
場
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
組
合
活
性
化
研

修
会
に
お
い
て
は
、
優
秀
な

組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
組
合
活
動
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
で
あ
る
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
消
毒
液
に
よ
る

手
洗
い
、
食
事
中
の
対
話
の

自
粛
な
ど
し
っ
か
り
実
施

し
、
後
に
「
そ
ん
な
大
会
も

あ
っ
た
な
ぁ
」
と
言
い
伝
え

ら
れ
る
大
会
に
な
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

関西電気工事工業会

会長橋詰 源治

第34回 電気工事業全国大会（関西・滋賀 びわ湖）

組合活性化研修会　事例発表（第5回 優良事業工組表彰）

ジャンル 事　業　名 ブロック等 電工組・支部／青年部

【組合経営】
・組合財政強化
・組合加入促進
・組合加入メリット
・組合員間連携

組合財政簡易診断研修会 全日電工連

岩手県電工組　新規組合員加入促進事業 東　北 岩手／本部

共同購買事業の立ち上げマニュアルの策定 関　東 千葉／本部

ホームページ（Chatwork）を活用した
組合員間の情報共有について

四　国 徳島／青年部

【安全研修】
・初心者研修
・安全研修
・初心者＋安全研修

若年者教育
　～配電工事 基礎知識・技能の習得～

北　陸 ―

絶縁探査研修会の実施 関　西 大阪／本部

若手社員安全研修会の実施について
（危険感受性向上への取り組み）

中　国 島根／青年部

【社会貢献】
・業界理解促進
・ボランティア

高校生への電気工事士受験支援事業 中　部 長野／飯田支部

子供達の貧困対策に関わる支援事業 九　州 沖縄／中部支部

　

第
34
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

が
、
令
和
3
年
11
月
11
日
（
木
）

に
滋
賀
県
大
津
市
で
開
催
さ
れ

る
。
関
西
地
区
で
は
過
去
3
回
開

催
（
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
）

さ
れ
て
お
り
、
滋
賀
県
で
の
全
国

大
会
開
催
は
初
と
な
る
。

　

大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
絆

を
深
め
、
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ

よ
う
、
び
わ
湖
の
風
に
乗
せ
て

!!
』。
サ
ブ
テ
ー
マ
に
『
イ
ン
フ

ラ
の
要
を
担
う
電
気
工
事
業　

広

げ
よ
う　

高
め
よ
う　

そ
の
や
り

が
い
を
!!
』『
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
!!
一
致
団
結
で
、
今
こ
そ
示
そ

う
我
々
の
底
力
』
を
掲
げ
、
全
国

団
体
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更

に
活
用
し
、
横
に
拡
げ
頑
張
る
組

合
員
支
援
に
資
す
る
事
例
の
紹

実施事業抄録

２０２１(令和３)年1１月1１日
第3４回 電気工事業全国大会

全日本電気工事業工業組合連合会

全国青年部協議会

2021(令和３)年３月５日

第５回  優良事業工組表彰

第４回  優良活動発表会

介
、
需
要
創
造
の
方
策
を
討
議
し

て
、「
組
合
員
の
道
を
拓
く
機
会
、

気
づ
き
」
を
提
供
す
る
大
会
を
目

指
し
て
い
る
。

　

大
会
当
日
の
午
前
中
に
は
、
組

合
活
性
化
研
修
会
を
実
施
。
第
5

回
優
良
事
業
工
組
表
彰
エ
ン
ト
リ

ー
55
事
業
の
中
か
ら
、
全
日
電
工

連
事
業
審
査
会
が
選
考
し
た
事
業

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
る
（
下

表
）。
こ
の
機
会
を
活
か
し
て
今

後
の
組
合
事
業
や
青
年
部
事
業
の

運
営
の
参
考
と
し
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
だ
。
金
賞
受
賞
事
業
と
今

年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
4
回
全

国
青
年
部
会
員

大
会
で
青
年
部

が
実
施
し
た
優

良
活
動
の
最
優

秀
事
業
は
、
午

後
に
行
わ
れ
る

大
会
式
典
で
発

表
さ
れ
る
。

　

今
大
会
で

優良事業工組表彰実施事業抄録

令
和
3
年
11
月
11
日

滋
賀
県
大
津
市
で
開
催



第631号 2021年（令和3年）11月1日全 日 電 工 連（3）

令
和
3
年
度
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

　

国
土
交
通
省
は
10
月
1
日
、
令
和
3
年
度

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
の
被
顕
彰

者
を
発
表
し
た
。

　

建
設
産
業
の
第
一
線
で
「
も
の
づ
く
り
」

に
携
わ
る
方
々
の
社
会
的
評
価
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
特
に
優
秀
な
技
能
・
技

術
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成
等
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
方
々
を
『
建
設
マ
ス
タ
ー
』

と
し
て
顕
彰
。

　

ま
た
、
優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、
今

後
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
青
年
技
能
者

の
方
々
を
『
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
』
と

し
て
顕
彰
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
建
設
マ
ス
タ
ー
4
8
3
名
と

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
1
1
6
名
。

　

全
日
電
工
連
の
推
薦
者
か
ら
は
建
設
マ
ス

タ
ー
6
名
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
3
名

が
受
賞
し
た
（
左
表
参
照
）。

　

今
年
度
の
顕
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
等
を
考
慮
し
、
開
催
が
と

り
や
め
と
な
っ
た
。

令和 3 年度 優秀施工者国土交通大臣顕彰
　　　　　全日電工連推薦受賞者　　（敬称略）

氏　名 所属工組 会社名

吉田　　郁 岩手県 岩手電工㈱

柴崎　弓弦 埼玉県 フジヤ電気工事㈱

赤井　常治 福井県 西川電業㈱

西川　宏明 岐阜県 山一電気㈱

北井　達也 大阪府 大東電気工業㈱

平良　康弘 沖縄県 光電気工事㈱

青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰
　　　　　全日電工連推薦受賞者　　（敬称略）

氏　名 所属工組 会社名

伊藤　　学 北海道 相互電業㈱

石川　和希 埼玉県 ㈱石川電気

又木　英雄 鹿児島県 ㈲南九州マーキング

全
日
電
工
連
推
薦
者
か
ら
9
名
が
受
賞

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

建
設
マ
ス
タ
ー伊藤 学

石川 和希

又木 英雄

西川 宏明

北井 達也

平良 康弘

吉田 郁

柴崎 弓弦

赤井 常治

☆事業推進委員会所管◆新事業拡充推進チーム（金丸正幸副委員長・會津圭一郎座長　9月30日）

● 前ワーキンググループからの答申事項を確認。再検証して今
後の方向性を決定、具現化を急ぐこととした。
● 事業承継支援の在り方や新規提案事項に向けた内容を審議し
ていく方針。

會津 圭一郎 座長

☆事業推進委員会（植田隆夫委員長・10月6日）担当：小野寺涼一 副会長

● ＥＶ充電設備施工の今までの取り組みを確認。これを踏まえて今後の事業展開を検
討した。
● 福利厚生事業の2022年度改定点と重点取組み事項の説明も行った。

☆技能競技委員会（木村泰浩委員長・10月27日）担当：安田耕一 副会長

● 全体会議で、大会概要と当日までのスケ
ジュール概要（案）などを審議した。
● 部会ごとに課題を審議・検討。その後の
全体会議で、各部会長が審議・検討事項
を報告した。
● 令和4年2月の合同会議で大会概要を報告
する予定。安田 耕一 副会長 木村 泰浩 委員長

天野 春夫 副委員長

樋口 和宏 副委員長

鹿野 敏夫 副委員長

☆技術・認証委員会所管◆ＤＸ技術拡充推進チーム（新名淳一副委員長・植草宏介座長　9月30日）

● 前年度の未来構想ワーキンググループの答申内容を確認。こ
れに基づき、同推進チームの具現化に向けた方向性・内容等
を検討した。
● 電気工事業界ＤＸ構想検討会をメーカーと実施。それぞれの
活動状況に関して意見交換を行った。 植草 宏介 座長

委員会報告（ハイブリッド方式）

小野寺 涼一 副会長 植田 隆夫 委員長 金丸 正幸 副委員長 石原 和夫 副委員長

須田 敏行 部会長

冨田 一郎 部会長

檜山 義則 部会長

☆総務・財政委員会所管

◆組織基盤強化推進チーム（村上秀樹副委員長・中島啓介座長　10月14日）

◆財政基盤強化推進チーム（金城稔副委員長・堀口繁座長　10月15日）

堀口 繁 座長

中島 啓介 座長

● 前回の議事要点を再確認、優先的審議事項を決定した。
● 11月に開催される第34回電気工事業全国大会の組合活性化研
修会で同推進チームが発表する事例の精査を行った。

● 審議スケジュールに基づき、前回会議での提案や検討事項の
具現化に向けた方策を検討した。
● 大テーマである「持続発展する工業組合を目指して」に基づき、
具体的な実施事項を決定した。

◆競技部会

(天野春夫副委員長・檜山義則部会長)

● 課題の事前公表に向けて、技能競技課題
と学科競技課題の方向性を検討。合わせ
て会場レイアウトの再確認やスタッフの
配置見直しについても検討を進めていく。

◆審査部会

(樋口和宏副委員長・冨田一郎部会長)

● 今大会から出場選手が増えることから、
スタッフ拡充、外部審査員の必要人数や
配置を検討。大会当日のスケジュールに
ついて確認・調整を進めていく。

◆運営部会

(鹿野敏夫副委員長・須田敏行部会長)

● ウィズコロナ・アフターコロナ状況下で
の大会運営方法（会場使用計画等）につ
いて検討。様々な状況を想定して、複数
のパターンを構築して運営にあたる。
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地区 都道府県 開催予定
都市 講習日・曜日 地区 都道府県 開催予定

都市 講習日・曜日

北海道 北海道 札幌市 3月15日（火）・3月16日（水）
中部

長野県 松本市 3月3日（木）

東北

岩手県 盛岡市 3月11日（金） 三重県 津市 3月15日（火）

宮城県 仙台市 3月16日（水）・3月23日（水）

関西

京都府 京都市 2月22日（火）

新潟県 新潟市 3月16日（水）

大阪府 大阪市

2月23日（水）

北陸 富山県 富山市 3月18日（金） 3月1日（火）

関東

栃木県 宇都宮市 3月4日（金） 3月5日（土）

群馬県 前橋市 3月23日（水） 3月8日（火）

埼玉県 さいたま市 3月3日（木）・3月10日（木） 3月13日（日）

千葉県 千葉市 3月4日（金）・3月8日（火） 兵庫県 神戸市 2月22日（火）・3月2日（水）

東京都
23区内

2月23日（水）

中国

岡山県 岡山市 2月22日（火）

3月2日（水） 広島県 広島市 3月7日（月）

3月9日（水） 鳥取県 倉吉市 3月1日（火）

府中市 3月2日（水）・3月9日（水） 四国 愛媛県 松山市 3月2日（水）

神奈川県 横浜市

2月25日（金）

九州

福岡県 福岡市 3月2日（水）・3月11日（金）

2月28日（月） 佐賀県 佐賀市 3月29日（火）

3月1日（火） 熊本県 熊本市 3月18日（金）

山梨県 甲府市 3月9日（水） 鹿児島県 鹿児島市 3月1日（火）

中部

静岡県 静岡市 3月9日（水） 沖縄県 那覇市 3月9日（水）

愛知県 名古屋市

3月2日（水）

3月8日（火）

3月11日（金）

認 定 電 気 工 事 従 事 者 認 定 講 習認 定 電 気 工 事 従 事 者 認 定 講 習
　第二種電気工事士又は電気主任技術者の資格を持っている方が、さらに「認定電気工事従事者認定証」
を取得すると、自家用電気工作物（最大電力500kW未満の需要設備）の600Ｖ以下の電気工事（簡易電気
工事）を行うことができます。
　認定電気工事従事者認定証は、一般財団法人電気工事技術講習センターが実施する「認定電気工事従事
者認定講習」を受講し、その講習修了証を添えて、住所地を所管する産業保安監督部に申請することによ
り、認定証の交付が受けられます。

2022年 2・3月開催2022年 2・3月開催
受講案内受講案内

　

全
日
電
工
連
は
、
組

合
員
の
新
た
な
仕
事
づ

く
り
支
援
を
目
的
と
し

た
「
補
助
金
活
用
の
お

ス
ス
メ
情
報
」
を
今
月

号
か
ら
発
信
す
る
。
賛

助
企
業
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
㈱
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

ワ
ー
ク
ス
社
、
三
菱
電

機
㈱
と
連
携
の
も
と
、

電
設
関
連
商
材
の
補
助

金
検
索
支
援
サ
イ
ト
を

情
報
提
供
す
る
。
当
サ

イ
ト
よ
り
自
治
体
の
最

新
補
助
金
情
報
を
提
供

し
、
更
な
る
組
合
員
の

顧
客
提
案
活
動
に
役
立

て
る
こ
と
が
目
的
だ
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　

補
助
金
検
索
サ
イ
ト

（
Q
R
参
照
）
か
ら
、

補
助
金
活
用
の
情
報
を
提
供

1．受講資格

（1）第二種電気工事士免状の交付を受けた方

　　又は、

（2）電気主任技術者免状の交付を受けた方
（注） 以下に該当する方は当認定講習を受講しなくても産業保安監督部へ申請し、認定

電気工事従事者認定証の交付を受けることができます。

　イ　第一種電気工事士試験合格者

　ロ 　第二種電気工事士免状取得後、電気に関する工事の実務経験が3年以上ある方

　ハ  　電気主任技術者免状取得後、電気工作物の工事、維持もしくは運用に関する実務

経験が3年以上ある方

2．講習申込書の受付期間
　  2021年(Ｒ3年)10月22日（金）～11月12日(金)

　  （消印有効）

3．講習地域
　   左表をご確認ください。

4．講習科目と講習時間
　  午前10時～午後5時 

　   （講習会場の都合により講習時間を変更することがあります。）

5．受講料

　   受講料：12,500円（税込み）
6．申込方法（①～③いずれかの方法でお申し込みください。）

 ①電気工事技術講習センターホームページからWEB申し込み

  ② 電気工事技術講習センターホームページから申込書（PDF）をダ

ウンロードして郵送申し込み

  ③ 電気工事技術講習センター並びに各都道府県工組から無料配布の

受講案内・申込書にて郵送申し込み

講　習　科　目 講習時間

配線器具並びに電気工事用の材料及び工具 1時間 3 0 分

電気工事の施工方法 1時間 3 0 分

自家用電気工作物の検査方法 2時間
自家用電気工作物の保安に関する法令 1時間

詳しくは
一般財団法人　電気工事技術講習センター
〒 105-0004　東京都港区新橋4-7-2　（6東洋海事ビル4階）
TEL:03-3435-0897　URL: https://www.eei.or.jp/approval/

「三菱電機 暮らしと設備」へアクセス

 https : / /www.mitsubish ielectr ic .co . jp / ldg/ ja / information /subs idy/ local-gov/

トップページ＞空調・換気・衛生　（関連情報・ご相談）＞補助金情報

全
国
の
補
助
金
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
検

索
す
る
こ
と
が
可
能

だ
。

①
全
国
自
治
体
の
補

助
金
情
報
が
、
市
町

村
別
・
商
品
別
で
検

索
で
き
る
。
年
度
末

に
は
次
年
度
の
最
新

補
助
金
情
報
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
。
ま
た
年

度
途
中
に
申
請
終
了

の
補
助
金
情
報
は
適

宜
更
新
さ
れ
る
。

②
補
助
金
対
象
項
目

を
電
設
関
連
に
限
定

し
て
い
る
の
が
特

徴
。
ま
た
、「
補
助

金
検
索
サ
イ
ト
」
に

入
る
こ
と
で
、
そ
の

他
の
電
設
業
界
の
役

に
立
つ
情
報
を
収
集

で
き
る
（
D
E
N
Z

A
I

T
E
R
A
S

U
）。
原
則
、
視
聴

は
無
料
。
会
員
登
録

す
る
こ
と
で
、
ト
レ

ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
無

料
視
聴
、
新
商
品
情

報
の
毎
月
配
信
な
ど

更
な
る
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
る
。

三
菱
電
機

　

同
社
も
同
様
の
補

助
金
情
報
支
援
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
て
い

る
（
左
図
参
照
）。

　

今
後
、「
補
助
金

活
用
の
お
ス
ス
メ
」

と
し
て
シ
リ
ー
ズ
化

し
、
補
助
金
活
用
事

例（
活
用
提
案
事
例
）

を
紹
介
し
て
い
く
。

顧
客
提
案
活
動
へ
の

一
助
と
な
る
よ
う
本

紙
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
く
の
で
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。
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2021年12月～2022年 3 月
所属工組の講習を受講しよう！

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 1月13日 木 103106 北海道電気会館 6階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

関
東

埼玉 1月31日 月 124104 埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

千葉 1月18日 火 125107 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川

1 月14日 金 127113 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

1 月21日 金 127110 

1 月23日 日 127111 

中
部 愛知 1月14日 金 134104 

名古屋国際会議場
141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

近
畿 滋賀 1月14日 金 151103 コラボしが21 3 階 大会議室

滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

2022年 1 月

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

東京
2月 1日 火 126110 

全国家電会館 5 階
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-73012 月10日 木 126112 

神奈川

2 月21日 月 127115 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

2 月22日 火 127114 

2 月24日 木 127112 

2022年 2 月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北 新潟 3月 4日 金 117103 新潟ユニゾンプラザ

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東 東京 3月11日 金 126111 

府中の森芸術劇場
2階 平成の間

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

沖
縄 沖縄 3月 2日 水 191104 

沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2022年3月

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、定期講習が
中止・延期となる可能性がございます。
　中止・延期が決定した場合は（一財）電気工事技術講習セン
ターのホームページに掲載致します。
① 登録のお願い 

講習センターに登録→受講期限を超えないように、みなさまの受講時

期に「講習のご案内」をいたします。

② 受講のお願い

講習センターからの「講習のご案内」により各工業組合または所属工

組実施の講習を受講していただきますようお願いいたします。

（受付期間は、各講習日の2週間前までです）

※ 全日電工連と都道府県電工組は、指定講習機関第1号　講習センターの

実施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております。

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌

12月10日 金 103103 

北海道電気会館 6階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

12月12日 日 103104 

12月23日 木 103105 

東
北

宮城 12月10日 金 113102 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

新潟
12月 8 日 水 117103 新潟ユニゾンプラザ

4階 大研修室
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-158712月17日 金 117102 

関
東

茨城 12月16日 木 121103 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

群馬 12月 2 日 木 123102 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉 12月 2 日 木 124103 埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

千葉 12月 8 日 水 125106 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

東京

12月 7 日 火 126106 
府中の森芸術劇場
2階 平成の間

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

12月 9 日 木 126107 全国家電会館 5 階

12月12日 日 126108 
全日電工連会館 4 階

12月17日 金 126109 

中
部

静岡 12月 8 日 水 133105 サーラシティ浜松 3 階
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知 12月 2 日 木 134103 
名古屋国際会議場
141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

三重 12月 2 日 木 135102 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

富山 12月17日 金 141102 
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

福井 12月 2 日 木 143102 
福井県商工会議所
コンベンションホール

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

滋賀 12月16日 木 151102 コラボしが21 3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

大阪 12月19日 日 153110  大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

兵庫 12月10日 金 154105 
兵庫県電気工事技術会館
5階 大講堂

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

和歌山 12月 2 日 木 156101 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

中
国

岡山 12月14日 火 163102 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

広島 12月 3 日 金 164102 
広島県情報プラザ
多目的ホール

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

九
州
・
沖
縄

福岡 12月15日 水 181105 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

大分 12月10日 金 185102 
大分県教育会館
1階 多目的ホール

大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

宮崎 12月23日 木 186103 
ＪＡ・ＡＺＭホール
本館 2 階 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

沖縄 12月 7 日 火 191103 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2021年12月

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
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第631号 2021年（令和3年）11月1日全 日 電 工 連 （6）

105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ 遠 藤 照 明
大 川 被 服 ㈱
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
大 光 電 機 ㈱
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱エレクトリックワークス社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱
ミ ツ ワ 電 機 ㈱
ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱
㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ
全日本電設資材卸業協同組合連合会
（一社）全国設備業ＩＴ推進会
オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱
㈱ り そ な 銀 行
損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱
住 友 生 命 保 険 (相)
大 樹 生 命 保 険 ㈱
㈱ 葉 山 総 合 研 究 所
㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア
㈱ 全 日 出 版 社
㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社

優良製品・商品をご使用下さい！

協賛会社商品紹介§ § § §
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史
や
制
度
な
ど
を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
と

な
っ
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
を
踏
ま
え
て
開
催
さ
れ

た
意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ
は
『
組
合
の

歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
展
望
』。

自
工
組
の
事
業
や
活
動
を
振
り
返
り
、

組
合
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
課
題

や
改
善
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
事
業
報
告
、
全
日
電
工
連
各
種
ツ
ー

ル
（
冊
子
・
動
画
）
の
紹
介
、
グ
ル
ー

プ
共
済
制
度
の
青
年
部
加
入
拡
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
報
告
な
ど
を
行
い
、
最
後
に

齊
藤
卓
也
青
年
部
副
会
長
の
閉
会
の
辞

で
評
議
員
会
を
終
了
し
た
。

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
日

電
工
連
の
施
策
の
一
端
を

説
明
し
て
い
た
だ
く
。
講

演
を
参
考
に
、
各
種
事
業

の
実
践
に
向
け
て
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

講
演
は
、『
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
電
気
工
事
業
界
と

し
て
進
む
べ
き
道
』
を
テ

ー
マ
に
開
催
。
五
十
畑
事

務
局
長
は
、
全
日
電
工
連

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
解

説
。
時
代
の
流
れ
に
先
行

し
、
組
合
員
の
役
に
立
つ

連
合
会
を
目
指
し
て
い
く

方
針
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
全
日
電
工
連

の
岡
崎
徹
事
業
部
長
が

『
組
合
財
政
簡
易
診
断
研

修
会
の
お
勧
め
』
を
解
説

し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し

た
。

弔慰金　▶病死・その他
【新潟】 柏崎市 シグマ電機㈲ 金子欽也様 74

見舞金

【秋田】 仙北市 ㈱エレホーム角電 小林稔尚様 入院見舞
【山梨】 都留市 田辺電気 田辺博様 入院見舞
【福岡】 久留米市 ㈱タナカエンジニア 田中信様 床上浸水
【佐賀】 小城市 ㈲電化センターキハラ 木原伸一様 床上浸水

【石川】 小松市 ㈲川端電気通信工事 川端清志様 79
【茨城】 龍ヶ崎市 河村電気工事㈱ 河村直樹様 54
【埼玉】 東松山市 ㈲山科電気商会 山科洋一様 75
【神奈川】 藤沢市 岩橋電設 岩橋正明様 74
【静岡】 静岡市 末廣電気 清水廣司様 73
【大阪】 泉南市 チェック21 則村泰三様 72
【兵庫】 尼崎市 立山電機設備 立山政尋様 71
【香川】 高松市 第一電機商会 塚田利金様 86

　

中
部
電
気
工
事
業
組
合

連
合
会（
藤
沢
一
三
会
長
）

は
10
月
13
日
、
名
古
屋
市

内
で
第
44
回
経
営
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中

中
部
電
工
連

全
日
電
工
連
の
事
業
展
開
を
解
説

全
日
電
工
連
の
事
業
展
開
を
解
説表彰状を披露する嶋野理事長

第

44
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

千
葉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
嶋
野
貞
雄
理
事
長
）
は
9
月

1
日
、
防
災
功
労
に
よ
り
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

　

千
葉
県
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
出
し
た
令
和
元
年
房
総
半

島
台
風
・
令
和
元
年
東
日
本
台

風
に
お
い
て
、
同
工
組
か
ら
多

数
の
組
合
員
が
電
力
設
備
の
安

全
確
保
、
電
力
の
早
期
復
旧
に

尽
力
し
た
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
。

　

表
彰
式
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
が
、
後
日
同
工

組
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

千
葉
県
電
工
組
が
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

千
葉
県
電
工
組
が
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

部
5
県
の
電
気
工
事
業
工

業
組
合
役
員
が
参
集
し
、

業
界
の
抱
え
る
問
題
点
や

将
来
の
展
望
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
、
今
後
の
事
業

や
組
合
運
営
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
約

70
名
が
参
加

し
、
全
日
電

工
連
の
五
十

畑
正
美
事
務

局
長
を
講
師

に
招
い
て
講

演
会
を
行
っ

た
。

　

開
会
あ
い

さ
つ
で
藤
沢

会
長
（
写
真

円
内
）
は
、

「
わ
れ
わ
れ

の
業
界
に
は

夢
と
希
望
が

あ
る
。
今
日

全 国 青 年 部 協 議 会 評 議 員 会

　

全
日
電
工
連
全
国
青
年
部
協
議
会
評

議
員
会
が
、
10
月
12
日
に
全
日
電
工
連

会
館
を
ホ
ス
ト
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
と
対

面
形
式
を
併
用
し
て
実
施
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
木
多
俊
博
青
年
部
会

長
は
、
自
身
の
青
年
部
活
動
を
通
じ
て

学
ん
だ
体
験
を
伝
え
た
後
、
青
年
部
の

事
業
方
針
を
説
明
し
た
。

2
0
2
1
年
度
か
ら
2
0
2
2
年
度

の
事
業
方
針
は
、『
探
求
と
創
造
〜
進

化
を
続
け
る
青
年
部
』
を
掲
げ
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
絶
や
さ
ぬ
青
年
部

活
動
を
目
指
し
て
い
く
。
オ
ン
ラ
イ
ン

等
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
や
感
染
症
対
策
を

充
分
に
取
っ
た
事
例
の
共
有
な
ど
、
全

国
各
地
の
青
年
部
活
動
が
止
ま
ら
ぬ
よ

う
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
組
織
の

新年度の事業方針説明新年度の事業方針説明

組

合
・

青

年

部

の

歴

史

も

学

ぶ

強
化
・
活
性
化
の
推

進
を
図
る
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
、
新
た
な
未

来
へ
向
け
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
情
報
発
信
を

推
進
す
る
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し

て
活
発
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
活
動

す
る
方
針
だ
。

　

今
年
度
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
改
選
も

行
わ
れ
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
が
青

年
部
の
理
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
体

制
と
な
っ
た
役
員
が
紹
介
を
兼
ね
て
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

第
1
回
目
と
な
る
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
、
組
合
・
青
年
部
の
歴
史
に
つ
い
て

研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

は
じ
め
に
全
日
電
工
連
の
五
十
畑
正

美
事
務
局
長
が
、
組
合
制
度
や
全
日
電

工
連
の
組
織
概
要
、
電
気
工
事
に
係
る

法
令
、
全
日
電
工
連
政
治
連
盟
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
て
、
青
年
部
の
目
指
す

方
向
性
を
示
し
た
。
続
い
て
青
年
部
協

議
会
の
安
藤
慎
也
理
事
が
、
青
年
部
の

概
要
と
歴
史
、
提
言
書
2
0
2
0
を
解

説
。
新
任
会
長
の
多
い
青
年
部
員
が
歴

対面形式で行われた意見交換会

事業方針を説明する木多会長
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第1回 昭和58年10月25日　東京「ホテルニューオータニ」

第2回 昭和59年10月25日　福岡市「ホテルニューオータニ博多」

第3回 昭和60年10月24日　金沢市「金沢市文化センターホール」

第4回
昭和61年10月24日　大阪市「ホテルニューオータニ大阪」
『念願の二法改正を達成し業界秩序の確立を期そう』
『技術革新の進展にチャレンジし業界の繁栄に道を拓こう』

第5回
昭和62年10月22日　仙台市「仙台市民会館」
『電気設備工事の分離発注を促進しよう』『電気工事業者の地位向上を図ろう』

第6回
昭和63年10月18日　東京「ホテルニューオータニ」
『21世紀へ飛躍の第一歩』

第7回
平成元年10月19日　名古屋市「ホテルナゴヤキャッスル」
『平成元年、電気工事維新』

第8回
平成2年9月28日　札幌市「北海道厚生年金会館」
『大自然とロマンの北海道で電気工事業の未来を語ろう』

第9回
平成3年10月18日　香川町「香川町総合体育館」
『おいでまい四国　出逢い　語らい　そして未来へ』　

第10回
平成4年10月23日　広島市「平和記念公園国際会議場」
『平和の原点広島で電気工事業の夢をひらこう』　

第11回
平成5年10月22日　東京「京王プラザホテル」
『光と創造！ 21世紀につなごう地球にやさしい電気設備』

第12回
平成6年11月11日　宮崎市「シーガイア／ワールドＣＣサミット」
『はてしなく続く空と海　輝く太陽　電気の未来』

第13回
平成8年9月15日　京都市「京都国際会館」
『電気工事イノベーション96　古都で語ろう
　　　　　　「電気エネルギー」「光」そして「新世紀」』

第14回
平成9年10月17日　金沢市「金沢全日空ホテル」
『今、新たなる出発　新しい企業集団として新世紀へ』

第15回
平成10年11月30日　東京・有楽町「東京国際フォーラム」
『新技術で不況を克服 !! 情報化社会の開拓者として新しい技術集団への道』

第16回
平成11年10月27日　仙台市「仙台国際センター」
『21世紀への飛躍は「みちのく」からの挑戦で』

第17回
平成12年9月29日　札幌市「ロイトン札幌」
『新世紀に向かい「試される大地・北海道」から新しい発想を』

第18回
平成13年10月4日　名古屋市「名古屋国際会議場」
『新しい世紀を照らせ「知恵と技」』

第19回
平成14年11月7日　松山市「愛媛県県民文化会館」
『山・川・海・自然あふれる四国で語ろう輝く未来』

第20回
平成15年11月6日　広島市「リーガロイヤルホテル広島」
『平和都市広島から、輝く未来へ羽ばたけ電気工事業』

第21回
平成16年10月22日　東京「ホテルニューオータニ東京」
『規制改革に対応した電気工事業界の構造改革』

第22回
平成17年11月2日　福岡市「ＪＡＬリゾートシーホークホテル」
『九州から発信　変化への対応と挑戦！』

第23回
平成18年10月12日　富山市「富山市芸術文化ホール」
『北陸で熱く語ろう！電気工事業の未来（あす）への飛躍』

第24回
平成19年10月12日　神戸市「神戸ポートピアホテル」
『復興神戸から発信　電気工事業界の未来を語ろう』

第25回
平成20年10月23日　東京「ホテルニューオータニ東京」
『50年の足跡、そして次世代へのプロローグ（序章）』

第26回
平成21年10月22日　新潟市「朱鷺メッセ」
『変化と変動をキャッチ！原点を見つめ、東北からのリ・スタート！』

第27回
平成22年9月9日　函館市「函館市民会館大ホール」
『地域おこしは北海道から』変化を選択した『今』未来を見つめ地域再生の礎に！

第28回
平成23年10月25日　岐阜市「長良川国際会議場」
　～がんばろう　日本！～『スペシャリストとしての挑戦！』

第29回
平成24年10月4日　徳島市「アスティとくしま」
『語ろう省エネ・環境！クリーンな電気工事業を四国から発信！』

第30回
平成25年11月14日　横浜市「パシフィコ横浜」
『ひろがれ、つながれ、地域の「絆」!! 』

第31回
平成27年11月12日　宇部市「渡辺翁記念会館」
『山口（はな）燃ゆ!!「輝く明日の電気工事業」』

第32回
平成29年11月14日　宜野湾市「沖縄コンベンションセンター」
『ゆいまーるの心を琉球の風に乗せて・輝く未来の電気工事業を創造しよう！』

第33回
令和元年10月17日　金沢市「石川県立音楽堂」
『輝く明日へ　社会を照らす使命のリレーを、今ここから』

第28回「長良川国際会議場」 第29回「アスティとくしま」

第30回「パシフィコ横浜」 第31回「渡辺翁記念会館」 第32回「沖縄コンベンションセンター」 第33回「石川県立音楽堂」

電気工事業全国大会の開催場所とメインテーマ

第26回「朱鷺メッセ」 第27回「函館市民会館大ホール」


